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令和７年度 LINEを活用したアンケート 調査結果 

心のバリアフリーに関する調査 

テーマ 心のバリアフリー 

目 的 

 

本市では、年齢・性別・国籍・障がいのある・なしなどの違いに関わらず、一人ひ

とりが尊重され、誰もが安心して生活できる共生社会の実現に向けて、心のバリ

アフリーの啓発に取り組んでいます。この調査は、一人ひとりの心のバリアフリー

に対する理解を伺ったものです。 

 

 

 

【調査期間】  令和７年４月１６日（水）～４月３０日（水）午前８時 

【対象者数】  ５４，７１７名  
(福島市公式 LINE友だち登録者のうち、受信設定が市内かつアンケート同意者) 

【回答者数】  １，５１８名 

【回 答 率】  ２．８％ 

 

 

問１ あなたの年代をおたずねします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共生社会推進課】 

  回答者は「６０代」が最も多く、次いで「５０代」、「４０代」の順になっており、３つの世代で

約７割の回答となっています。３０代は約１割、１０代と２０代は１割未満でした。 
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問 2 心のバリアフリーという言葉を見たり、聞いたりしたことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共生社会推進課】 

  「ない」と答えた方が、「ある」と答えた方を１０ポイントほど上回りました。心のバリアフリ

ーが、まだ十分には浸透していないことが分かりました。 

 

問 ３ 
問２で「ある」と回答した方にお聞きします。 

心のバリアフリーについて、どこで見たり、聞いたりしましたか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共生社会推進課】 

  「TV」と回答した方が最も多く、回答した方の約半数となっています。次いで、「新聞」「市

政だより」を情報源に挙げています。 
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問 4 あなたが思う「共生社会が実現されたまち」はどのようなまちですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共生社会推進課】 

  「困っている人に声をかけ合えるまち」、「住み慣れた地域で安心して暮らせるまち」がほ

ぼ同数で最も多く回答されており、相手を思いやることや安心した生活環境を共生社会の

姿と捉えている方が多いことが分かりました。 
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問 5 困っているときにお互いに声をかけ合うために、何が必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共生社会推進課】 

  「困っている人が SOS を出しやすい」「声かけしやすい」と、ともにまちの雰囲気に関す

る回答が多い一方で、「声をかける側の勇気」との回答が続いており、困っている方へアプ

ローチしようとする気持ちが重要と捉えていることが分かりました。 
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問 6 日頃から心掛けている心のバリアフリーの行動を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共生社会推進課】 

  「身近な地域でのあいさつ」との回答が最も多く、「おもいやり駐車場」や「バスや電車の

優先席」などへの配慮が続いており、困っている方への声掛けを重視しながらも、制度を必

要とする方への具体的な行動を心掛けていることが分かりました。 
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問 7 本市の次の取り組みのうち、知っているものを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〈その他のご意見〉 

    ●バリアフリーは知っているが、心のバリアフリーは知らなかった。 

    ●市の取り組みは知らなかった。 

    ●言葉は知っているが、現実的なことはわからない。 

 

 

【共生社会推進課】 

  広報紙「ここフリ」や福島市バリアフリーマップの取り組みを知っているとの回答が多か

ったものの、その他として、「市の取り組みを知らない」「言葉は知っているが、現実的なこ

とはわからない」などのご意見をいただいており、市の取り組みが十分に発信できていな

いことが分かりました。 
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問 8 心のバリアフリーは、あなた自身に関係があることと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共生社会推進課】 

  ９割を超える方が、心のバリアフリーを自身に関係があることと回答しており、「自分事」

として捉えられていることが分かりました。 

 

 

 

【共生社会推進課まとめ】 

調査の結果から、心のバリアフリーを推進していくためには、身近な声かけなどを行いや

すい雰囲気づくりの重要さなどが明らかになりました。また、市の取り組みを知っていただ

くための情報発信のあり方などについても参考となる点がありました。 

今回お寄せいただいたデータをもとに、今後も、市民の皆さまからの貴重なご意見を参

考にしながら、心のバリアフリーの取り組みを推進していきます。アンケート調査へのご協

力ありがとうございました。 

 

【問い合わせ先】 

 福島市役所（〒９６０－８６０１ 福島市五老内町３番１号） 

≪アンケート内容に関して≫          ≪LINEアンケート制度に関して≫ 

 共生社会推進課                  広聴広報課 

 電話 ０２４－５７２－３９４８（直通）      電話 ０２４－５６３－７４８８（直通） 


